
そ
ろ
っ
て
参
加
を

日
時
／
３
月
９
日
（日）　
午
前
９
時
〜

10
時
30
分

※
雨
天
中
止（
こ
の
場
合
、午
前
７
時

30
分
に
防
災
行
政
無
線
で
放
送
）

避
難
場
所
／
●
飯
岡
小
学
区
：
飯
岡

小
、
飯
岡
中
、
上
永
井
公
園
、
下
永

井
団
地
、
双
葉
団
地
Ａ
、
塙
地
先
の

高
台
、
横
根
地
先
の
高
台　
●
三
川

小
学
区
：
三
川
小
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー
、
三
川
地
先
の
高
台　
●
矢
指

小
学
区
：
矢
指
小
、
旭
中
央
病
院
附

属
看
護
専
門
学
校
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー　
●
富
浦
小
学
区
：
富
浦
小
、

一
中
、
か
ん
ぽ
の
宿
旭　
●
そ
の
ほ

か
：
豊
畑
小
、
中
央
小
、
二
中
、
海

上
公
民
館

対
象
地
区
／
別
表
の
と
お
り

訓
練
の
主
な
内
容

避
難
訓
練
／
午
前
８
時
57
分
ご
ろ
震

度
５
強
の
地
震
を
観
測
、
大
津
波
警

報
が
発
表
さ
れ
る
。
住
民
は
、
防
災

行
政
無
線
の
避
難
指
示
の
放
送
に
よ

り
、
近
く
の
避
難
場
所
に
避
難
す
る
。

救
命
・
救
急
訓
練
／
自
動
体
外
式
除

細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使
用
方
法
や
、

応
急
手
当
て
な
ど
を
学
ぶ
。

食
料
供
給
訓
練
／
備
蓄
食
料
の
配
給
。

※
救
命
・
救
急
訓
練
と
食
料
供
給
訓

練
は
、
飯
岡
小
、
三
川
小
、
矢
指

小
、
富
浦
小
、
上
永
井
公
園
で
行

い
ま
す
。

あ
な
た
自
身
や
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
も
参
加
を

「
旭
市
津
波
避
難
訓
練
」を
実
施

訓
練
は
３
月
９
日
（日）　

合
図
と
と
も
に
行
動
開
始

過去の避難訓練の様子

【別表】旭市津波避難訓練対象地区一覧
小学校区 地区名

飯岡小

東町、西下町、横根東浜、永井岡、西
上町、本町、川端町、小網町、広網町、
大崎町、八軒町、並木町、行内、平松
浜、飯岡岡、平松岡、横根岡、横根西浜、
萩園、双葉町

三川小 曽根、浜、目那、犬林、上宿、後、下宿、
県営飯岡団地

矢指小
十日市場浜、椎名内東町、椎名内仲町、
椎名内西町、西足洗浜、野中、足川浜、
椎名内岡、東足洗、西足洗岡、足川岡

富浦小
仁玉浜、中谷里浜、川向、神宮寺浜、
井戸野浜、駒込浜、仁玉岡、中谷里岡、
神宮寺岡

豊畑小 井戸野上通り、井戸野中通り、井戸野
下通り、泉川、駒込岡、大塚原

中央小 十日市場岡

※�訓練は対象外の地区も参加できますが、10ｍの津波
が襲来した場合に予想される、市内の浸水範囲にかか
る地区およびその周辺を想定しています。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
間
も
な
く
３
年
が
た
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
震
災
を
教
訓
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
を
守
る
た
め
、

大
津
波
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
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津
波
の
こ
と
を
知
る

【
知
っ
て
お
き
た
い
主
な
こ
と
】

●
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
津
波
の
第

１
波
が
来
る
恐
れ
が
あ
る
。

●
津
波
の
第
１
波
は
、
押
し
波
、
引

き
波
の
ど
ち
ら
か
と
決
ま
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

●
津
波
は
繰
り
返
し
襲
来
し
、
第
１

波
が
最
大
の
こ
と
も
あ
れ
ば
、
第

２
波
、
第
３
波
な
ど
の
後
続
波
が

最
大
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

●
津
波
は
海
岸
付
近
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
陸
上
短
距
離
選
手
並
み

の
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
、
見
え
て
か

ら
で
は
と
て
も
逃
げ
切
れ
な
い
。

●
津
波
は
沿
岸
の
地
形
な
ど
の
影
響

で
、
局
所
的
に
高
く
な
っ
た
り
、

強
く
な
っ
た
り
す
る
。

●
予
報
区
域
の
個
々
の
沿
岸
で
は
、

予
想
さ
れ
た
津
波
の
高
さ
よ
り
低

か
っ
た
り
、
到
着
時
間
が
遅
か
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
一
方
で
、

場
所
に
よ
っ
て
は
予
想
よ
り
高
く
、

早
く
襲
来
す
る
こ
と
が
あ
る
。

●
遡そ

上じ
ょ
うす
る
波
の
高
さ
は
、
一
般
に

約
１
㎞
浸
水
す
る
ご
と
に
、
１
ｍ

程
度
減
少
す
る
。

●
津
波
は
河
川
を
遡
上
し
、
内
陸
で

河
川
堤
防
を
乗
り
越
え
て
浸
水
し

て
く
る
場
合
が
あ
る
。

●
自
然
は
不
確
実
性
が
あ
る
た
め
、

想
定
以
上
の
津
波
が
来
る
可
能
性

が
あ
る
。
避
難
し
て
い
て
も
気
を

抜
か
ず
、
そ
こ
も
危
な
い
と
感
じ

た
ら
、
迷
わ
ず
さ
ら
に
遠
く
、
高

い
場
所
に
避
難
す
る
。

●
経
験
や
記
憶
に
と
ら
わ
れ
ず
、
強

い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
津
波
を
連
想

し
、
直
ち
に
率
先
し
て
避
難
す
る
。

日
ご
ろ
か
ら
備
え
る

【
備
え
て
お
き
た
い
主
な
こ
と
】

●
家
具
の
耐
震
固
定
を
行
い
、
持
ち

出
し
品
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
囲
ま

れ
た
道
路
、
過
去
に
液
状
化
が
起

き
た
場
所
な
ど
、
気
を
付
け
る
場

所
を
知
っ
て
お
く
。

●
近
隣
住
民
と
、
支
援
を
要
す
る
高

齢
者
、
障
害
者
、
妊
産
婦
な
ど

（
災
害
時
要
援
護
者
）の
避
難
方
法

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
予
想
さ
れ

る
津
波
の
浸
水
深
に
よ
っ
て
は
、

上
層
階
に
避
難
す
る
、
緊
急
的
に

近
く
の
建
物
の
上
層
階
や
、
少
し

で
も
高
い
場
所
に
逃
げ
る
な
ど
の

方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
災
害
時
要
援
護
者
は
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
、
市
の
要
援
護
者
名

簿
へ
の
登
録
な
ど
に
、
自
ら
申
し

出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
携
帯
電
話
な
ど
で
、
地
震
・
津
波

情
報
を
受
信
で
き
る
よ
う
「
緊
急

速
報
メ
ー
ル
」
の
設
定
や
「
災

害
・
防
災
情
報
メ
ー
ル
」
の
登
録

を
し
ま
し
ょ
う
。

●
伝
言
を
音
声
で
録
音
・
再
生
で
き

る
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１

７
１
）」
や
、
携
帯
電
話
な
ど
か

ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
で
、

伝
言
を
文
字
で
登
録
・
確
認
で
き

る
「
災
害
用
伝
言
板
」
な
ど
の
利

用
方
法
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動
を
身
に

付
け
る
た
め
、
避
難
訓
練
な
ど
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
講
演
会
、
行
政
の
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
情
報
を
得
て
、

防
災（
減
災
）に
関
す
る
知
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

持
っ
て
い
ま
す
か
？

旭
市
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
旭
市
に
10
ｍ
の
津
波
が
襲
来
し
た

場
合
の
、
浸
水
範
囲
と
そ
の
程
度
お

よ
び
避
難
情
報
な
ど
を
表
示
し
て
あ

る
地
図
で
す
。
昨
年
３
月
に
作
成
し
、

区
を
通
じ
て
各
戸
に
配
布
し
て
あ
る

の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
希
望
す
る
人
に
は
、
市
役
所

本
庁
お
よ
び
各
支
所
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

訓
練
参
加
だ
け
で
な
く
学
ん
で
備
え
る

「東日本大震災三周年　千葉県・
旭市合同追悼式」を開催します

旭市津波避難訓練

助かる
ためには

知ることも
大切ね

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班

☎
62
‐
５
３
１
１

　被災された方にお見舞い申し上げますととも
に、亡くなられた方と遺族の方に対し心から哀悼
の意を表します。また復旧および復興に当たり、
多くの方からの支援に感謝申し上げます。
　県と市では、亡くなられた方々を追悼し、復興
を成し遂げることを誓うため、本年も追悼式を開
催します。

【追悼式の概要】
日時／３月11日(火)　午後２時30分〜
場所／いいおかユートピアセンター潮騒ホール
対象／誰でも参列できます。
駐車場／一般の参列者は、会場南側にある飯岡海
岸の駐車場、または隣接するいいおか荘の北側駐
車場に駐車してください。
そのほか／●無宗教形式で行います。 ●葬儀で
はありませんので、供花や供物、香典などは辞退
します。 ●服装は礼服・平服のいずれでも結構
です。

【一斉黙とうへの参加を】
　追悼式の参列者だけでなく、多くの人に黙とう
を呼び掛けます。当日は、地震発生時刻と同じ午
後２時46分から１分間、防災行政無線で黙とう
を呼び掛けるサイレンを、市内一斉に放送します。
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